
 

 

 専門業務型裁量労働制の適用が認められた場合，定めたみなし時間が法定労働時

間を超える場合に限り，当該時間分の残業代が発生します。 

 専門業務型裁量労働制の残業代を計算する際の基礎賃金は，「月額賃金÷当該月

のみなし労働時間数」で計算します。あらかじめ法定労働時間を超えたみなし労働

時間数を定めていることからすれば，その法定労働時間を超える時間に対して乗ず

る率は１２５％ではなく２５％で足り，１００％部分は元々の賃金に含まれている

と考えられています。 

 また，専門業務型裁量労働制の適用が認められた場合であっても，法定休日や深

夜（２２時～５時）に労働させた場合は，割増賃金を支払わなければなりません。

休日に労働させた場合は，実労働時間に基づいて労働時間数を算定し，１３５％の

割増率で残業代を支払う必要があると考えます。 
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Ｑ744．専門業務型裁量労働制が適用されている場合の残業代の計算方

法を教えて下さい。 


